
エネシスグリサポ SDGsバイオマス有機 流通調達 生産 消費

主な取組内容

〇有機農業の面積

目標 令和４年度：10ha → 令和９年度：11ha

成果 令和５年度：10.6ha

〇有機農業に取り組む農業者数（世帯数）

目標 令和４年度：７人 → 令和９年度：１２人

成果 令和５年度：９人

普及に向けた取組

成果目標

○普及啓発のため有機農業に関する講演会を実施。
○有機野菜販売イベントを定期的に開催し、有機野菜の魅力について発信を行う。
○有機農業研修の受入態勢を強化し、新規農家数の増加に繋げる。また、地域おこし協力

隊の制度を活用し、新規就農しやすい環境づくりを図る。
○里地里山をフィールドとしたグリーンツーリズムを開催。

背景・課題

品 目

構 成 員

消費者、有機農家、JAはが野、道

の駅、農業委員会、教育委員会他

水稲、野菜全般

〇生産 谷津田を再
生し、有機栽培用に
水田を整備。都市農
村ふれあい交流事業
として、東京都から
の児童を受け入れ、
田植え体験を実施

問い合わせ先
市貝町サシバの里推進室サシバ共生係
  TEL 0285-68-1120
メール kankyou01@town.ichikai.tochigi.jp

〇消費 町内の児童生徒、教職員８６０名に有機
野菜を取り入れた給食を提供

市貝町

市貝町オーガニックビレッジ協議会（栃木県市貝町）

〇消費 道の駅農産物直売所に有機コー
ナー設置

16R５補正
R６当初

〇消費 役場を
会場にマルシェ
開催。有機野菜
を飲食店のシェ
フが調理しこの
日だけの特別ラ
ンチを販売

有機野菜給食の日の献立

当町における有機農業への理解は、消費者や生産者
をはじめ、町全体で進んでいるとは言い難い状況。

このため、誰でも有機農業に自由に関われる仕組み
のための指針として、市貝町有機農業実施計画を策定
し、サシバ*と人と食の持続可能な社会に向けた有機
農業の推進に力を入れている。
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*タカの仲間で、春から
夏にかけて日本に繁殖
にやってくる渡り鳥
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